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中野雅博　教授　略歴・主要著作目録

学　　　歴

1944 年 12 月 6 日 兵庫県赤穂市に生まれる

1963 年 3 月 大阪府立北野高校卒業

1969 年 3 月 京都大学文学部史学科地理学専攻卒業

1969 年 4 月 京都大学大学院文学研究科地理学専攻修士課程入学

1971 年 3 月 同上修了

1979 年11月  アメリカ合衆国ワシントン大学大学院（シアトル）1年間留学（文部省長

期在外研究）

1986 年 4 月  アメリカ合衆国ペンシルベニア州立大学大学院 6ヶ月間留学（立命館大

学短期在外研究）

1989 年 7 月  アメリカ合衆国ペンシルベニア大学大学院 14 ヶ月間留学（日米友好基金

奨学金）

1995 年 9 月  アメリカ合衆国テンプル大学大学院（フィラデルフィア）6ヶ月間留学（立

命館大学短期在外研究）

2003 年 4 月  アメリカ合衆国テンプル大学大学院（フィラデルフィア）6ヶ月間留学（立

命館大学短期在外研究）

職　　　歴

1971 年 4 月 大阪府立茨木高校専任講師

1971 年 7 月 金沢大学教育学部地理学教室助手

1975 年 4 月 大分大学教育学部地理学教室専任講師

1978 年 4 月 大分大学教育学部地理学教室助教授

1981 年 4 月 立命館大学文学部地理学科助教授

1987 年 4 月 立命館大学文学部地理学科教授

1988 年 4 月 立命館大学国際関係学部教授
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2004 年 4 月 立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部教授

2008 年 4 月 立命館大学国際関係学部教授　　現在に至る

所 属 学 会

1965 年 4 月 野外歴史地理研究会

1965 年 4 月 日本都市学会・近畿都市学会

1966 年 6 月 人文地理学会（5年間編集委員，評議員）

1967 年 4 月 日本地理学会

1967 年 4 月 経済地理学会

1985 年 4 月 アメリカ学会（3年間編集委員，10 年間評議員＜現在も継続中＞）

1987 年 4 月 カナダ学会

研 究 業 績

1．著書

1 ．『経済活動の立地と展開―工業』，『最近の地理学』，大明堂，1985 年 6 月

2 ．『アメリカハンディ辞典』，（地理関係 60 項目），有斐閣，1989 年 11 月

3 ．『新訂経済地理 II工業』，大明堂，1991 年 2 月

4 ．『長岡京の工業』，第三巻資料編人文地理部門，長岡京市史，長岡京市史編纂室，1993 年 3月

5 ． 『京風景観の意味―「はんなり」の付加価値』，京が甦る―いま何をすべきか（二場邦彦 +

地域研究グループ編），172-186 頁，1996 年

6 ． E.J.マレッキー『製造業のフレキシブルなネットワーク－農村企業の競争力を高めること

は可能か？』（翻訳）竹内淳彦編『企業行動と環境変化』，大命堂，1997 年 11 月

2．学術論文

1 ．「大川の家具」，『生きている近世』，淡交社，1978 年 12 月

2 ．「大分県保戸島の漁村の変貌―景観変遷史的視点から―」，大分県地理，1982 年 3 月

3 ．「工業構造の変化と地域の対応」，『九州地方』，大明堂，1985 年 12 月

4 ．「ペンシルベニアの工業の変容に関する一考察」，『人文地理学の視圏』，大明堂，1986 年 4 月
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5 ． 「アメリカ・サンベルトにおける高齢者移動について―フロリダ・アリゾナ両州を中心に―」，

『立命館文学』499-501 頁，1987 年 1 月

6 ．「北九州工業地帯と大分コンビナート」，『西海道の景観と変貌』，古今書院，1987 年 10 月

7 ． 「「文化地理体系」の変遷にみる「アメリカ研究」の視点」，『立命館国際研究』1巻 4 号，

1989 年

8 ．「風景・景観と文化」，『立命館地域研究』，1991 年

9 ． 「風景からみたアメリカ―地域分析の手がかりとして―」，『立命館国際研究』6巻 4 号，

1994 年 3 月

10．「比較文化キーワード &G0024」竹内実，西川長夫編，サイマル出版会，1994 年 4 月

11．「アメリカ研究の教育実践報告」，『立命館国際研究』7巻 2号，1994 年 10 月

12． 「アメリカにおける貧困の風景とその背景―統計資料と TVのドキュメントの分析を通し

て」，『立命館国際研究』10 巻 2 号・3号 pp.152-166，1997 年 12 月

13． 「都市風景に見るアメリカ文化の変容―大阪アメリカ村の分析を中心に」，『立命館文学』

553 号 pp.108-124，1998 年

14． 「アメリカのサバービア再考―ニューヨーク、フィラデルフィアの郊外の事例から―」『立

命館国際研究』13 巻 2 号 pp.85-105，2000 年 12 月

15． 「アメリカにおける郊外の諸問題」，『経済地理学会』第 51 巻 3 号 p.286（例会要旨），2005

年 9 月

3．調査報告

1 ． 「国際機関での大学院インターンシップ」，『大学時報　NO.280』8 ページ分，日本私立大

学連盟，2001 年 9 月

2 ． 「宮崎県日南市飫肥町における観光資源と地域の活性化」，経済産業省委託研究報告，2006

年 3 月

3 ． 「九州の小京都「飫肥」の地域活性化について―集客人材育成と “もてなしの心 ”―」，『平

成 18 年度サービス産業人材育成事業 （集客交流経営人材の在り方に関する調査研究事業） 

＜財団法人日本交通公社委託＞ 総論・ケース集』，日本交通公社，2007 年 3 月

4 ． 「21 世紀の大学教育に新しい地平を開く！」，『大学時報　NO.314 』pp.114-115，日本私立

大学連盟，2007 年 5 月

4．雑文

1 ． 「アメリカ新風土論―モザイク社会の諸相」『土曜講座だより』180 号，立命館人文科学研

究所，立命館大学国際関係学部，1991 年 8 月
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2 ．「町づくりにほしい意識改革」，『京都新聞―水曜ふおらむ』’91 年 8 月 7 日，1991 年 8 月

3 ．「なぜ、いま文化と再生なのか」，『立命館地域研究』2号，1991 年 12 月

4 ．「「おいしい」アメリカ料理」，西村先生傘寿記念随想集，1995 年 3 月

5 ． 「教科教育報告 :地域調査法の現状と問題点」，「NEWSLETTER」9号，立命館大学国際関

係学会，1995 年 3 月

6 ． 「「新」京都アメリカ研究夏期セミナーについて」，『戦後日本の「アメリカ研究セミナー」

の歩み―アメリカ研究総合調査報告』pp.87-91，財団法人国際文化会館，1998 年 2 月

7 ． 「国際関係学部と地域研究としてのアメリカ研究」，「NEWSLETTER」第 30 号 pp.11-12，

立命館大学国際関係学会，2008 年 9 月

5．学会発表・講演

1 ．「カナダの都市景観」，1988 年度カナダ学会大会，カナダ学会，1988 年 8 月

2 ．「ポストインダストリアル時代のアメリカの工業」，京都市役所研究会，1988 年 10 月

3 ． 「都市景観を読む―フィラデルフィア」，第 38 回都市・経済地理研究部会，人文地理学会，

1991 年 2 月

4 ．「アメリカ新風土論」，『土曜講座』，立命館大学，1991 年 9 月

5 ．「国際交流と日本の若者」，『青年国際交流の集い』，大阪府立青年の家，1991 年 11 月

6 ． 「都市風景から読むアメリカ社会－多様化する中産階級について」，第 37 回 APU講座立命

館アジア太平洋大学，2004 年 5 月

7 ． 「アメリカの郊外における諸問題」，経済地理学会西南支部　7月例会大分大学旦野原キャ

ンパス，経済地理学会 西南支部，2005 年 7 月

8 ． 「豊後大野の子供たちへ―世界の若者が目指すもの―」，「豊後大野っ子」を育てる講演会，

豊後大野市エイトピアおおの，豊後大野市教育委員会，2005 年 11 月

9 ． 「国際化時代の人材育成―APUの体験を通して」，2006 年度大分県教員研修特別講演，大

分県文化会館，大分県日出町教育委員会，2006 年 8 月

10． 「大分県の風土と APU―国際化時代の人材育成」，2007 年度文化講演会，日出町役場，大

分県教育委員会，2007 年 9 月


